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　今年度も引き続き北海道高等学校養護教諭研究会
（高養研）の会長を務めることになりました。高養
研の一層の充実、発展、さらには養護教諭の資質向
上に向けて微力ながら力を尽くして参りたいと思い
ます。どうぞよろしくお願いいたします。
　新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、文部科学
省から全国一斉の臨時休業が通知された２月28日
を境として、生徒の健康観察をはじめとした保健管
理、校舎内の消毒等の環境衛生、さらには感染予防
のための健康教育など、学校保健活動の重要性がク
ローズアップされました。改めて、学校は、心身の
成長発達段階にある子どもが集い、人格を形成して
いく場であり、子どもの健康や安全の確保が保障さ
れることが不可欠の前提となることから、児童生徒
や職員の健康の保持増進を図る学校保健活動の重要
性を再認識することとなりました。
　このような中、学校保健活動の中核的な役割を果
たし、現代的な健康課題の解決に向けて重要な職責
を担っている養護教諭には、文部科学省や北海道教
育委員会から出された通知に基づき、生徒の健康・
安全、強いては生命を守る取組を地域や自校の状
況、生徒の実態に応じて適切かつ確実に実施するこ
とが求められています。
　特に学校再開に当たっては、校内における感染症
予防の三原則を踏まえた対策を講じることはもちろ
んのこと、学校医、学校歯科医、学校薬剤師、保護
者や地域の関係機関等との連携を深め、その成果を

確実なものとする必要があります。その際、学校に
おける健康に関する課題を研究協議し、学校での健
康づくりを推進するための重要な組織である学校保
健委員会を活用するなど、組織的な取組を推進する
ことも効果的です。
　一方、生徒には身近な生活における健康に関する
知識を身に付けることや、必要な情報を自ら収集
し、適切な意思決定や行動選択を行い、積極的に健
康な生活を実践することのできる資質・能力を育成
する必要があり、新型コロナウイルス感染症への対
応は、まさに自らの健康は自分で守るという意識や
実践力を育てるための貴重な機会となります。筑波
大学の森　昭三名誉教授は、「健康問題という現象
がなくなればよいという発想が基本なのではなく、
健康に生きる力、その根っこのところを太らせ、豊
かに育てていくことによって、そういう現象が生じ
ないような状況を作り出していくことこそが、教育
としての実践だといえる。養護の専門的力量の中に
は、全てこの教育の理論が内在するのである。」と
述べています。
　まさに今、学校において医学的知識や看護の素養
を有する唯一の教育職員である養護教諭としての自
覚と自信をもち、保健室の機能を最大限に活かしつ
つ、その企画力、実行力、調整能力を発揮し、学校
教育の円滑な実施に努めるとともに、生徒の生涯に
わたる健康づくりに邁進して参りましょう。

「今こそ養護教諭の役割を」
－新型コロナウイルス感染症対応から－

北海道高等学校養護教論研究会
　　会　長     渡　邉　祐美子

（北海道千歳北陽高等学校長）
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北海道高等学校養護教諭研究会第35回研究協議会について
【開 催 日】　令和２年７月27日（月）・28日（火）
【場　　所】　カナモトホール（札幌市民ホール）札幌市中央区北１条西１丁目  011-252-3700
【参加対象】　北海道高等学校養護教諭研究会会員

《第１日目》
演　題	 「教えてガッテン！伝わる伝え方ってなんだろう～健康教育のプレゼン術～」
講　師	 元NHK「ためしてガッテン」専任ディレクター　北　折　　　一　氏

今年度は上記内容での研究協議会を予定しておりましたが、
新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、中止すること
となりました。

演　題	 「学校における自殺予防について」
講　師	 札幌学院大学　心理学部臨床心理学科　准教授　斉　藤　美　香　氏

主　題	 「カフェテリア方式を取り入れた健康教育の取り組み～効果的な学びのために～」
発表者	 北海道千歳高等学校　養護教諭　佐　藤　恵　子　氏

情 報 提 供	 「学校保健の課題とその対応」
提供・助言者	 北海道教育庁学校教育局 健康・体育課 健康･体育指導係　主査

《第２日目》

令和２年度北海道高等学校養護教諭研究会　役員名簿
会　　　長	 渡邉祐美子	 北海道千歳北陽高等学校 事 務 局 員	 山田　美香	 北海道石狩南高等学校
副 会 長	 堀川　智恵	 北海道札幌稲雲高等学校 事 務 局 員	 加賀　陽子	 北海道恵庭南高等学校
事 務 局 長	 滝川　智子	 北海道札幌北高等学校 事 務 局 員	 山崎　由理	 北海道石狩翔陽高等学校
会　　　計	 菅原麻里子	 北海道北広島高等学校
事 務 局 員	 笹谷　　幸	 北海道札幌工業高等学校 顧　　　問	 平田　嘉宏	 北海道札幌月寒高等学校

令和２年度北海道高等学校養護教諭研究会　地区幹事名簿
石　　　狩	 岡　　　香	 北海道札幌月寒高等学校 宗　　　谷	 十川　光穂	 北海道枝幸高等学校
道　　　南	 髙田　幸子	 北海道上磯高等学校 オホーツク	 石川かおり	 北海道遠軽高等学校
後　　　志	 石山　理絵	 北海道小樽潮陵高等学校 釧　　　路	 鈴木　祥子	 北海道釧路北陽高等学校
空　　　知	 塩田　真弓	 北海道深川東高等学校 根　　　室	 （会員登録なし）
上　　　川	 大橋真奈美	 北海道名寄高等学校 十　　　勝	 中山　知美	 北海道帯広三条高等学校
留　　　萌	 今川　綾花	 北海道羽幌高等学校 日　　　胆	 兒玉　亜希	 北海道室蘭工業高等学校

＜事務局連絡＞ 今年度は次の委員で運営していきますので、よろしくお願いいたします。 

　学級数の減少等に伴い、会
員が減少しています。会の存
続と活性化のために、会員を
募集しています。よろしくお
願いいたします。

ホームページをご利用ください。
研究会の様子などがご覧になれますので、どうぞご活用ください。
【アドレス】　http://koyoken.sakura.ne.jp/myks/hyousi.html
このホームページから、北海道教育委員会、北海道高等学校教育
研究会、全国養護教諭連絡協議会、文部科学省のホームページへ
もリンク出来ます。
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